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令和５年10月行事予定

Monthly Association Construction Industry NEWS

日 曜 県協会・建産連・土木施工管理技士会 建災防・建退共 協同組合・火薬協会・保証会社

1 日

2 月

3 火 ダイオキシン類作業従事者安全衛生特別
教育（清武）

4 水

5 木 建設人材採用力向上セミナー（延岡） 全国建設業労働災害防止大会 
（広島　６日まで）

6 金

7 土

8 日

9 月 スポーツの日 スポーツの日 スポーツの日

10 火

11 水 九州建設業協会　地域定例懇談会（佐賀） 地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技
能講習（清武　13日まで）

12 木 技士会　監理技術者講習（延岡）

13 金 県協会　青年部連合会都城大会

14 土

15 日

16 月

17 火 型枠支保工の組立て等作業主任者技能講習
（延岡　18日まで）

18 水 県協会　常務理事会・県との意見交換会

19 木 県協会　農水省と農業土木委員会との意見交
換会

20 金 高所作業車運転技能講習（清武　21日まで）

21 土

22 日

23 月
出前講座・現場見学会（都城工業高校） 
宮崎県選出自由民主党国会議員との意見交
換会

24 火 職長・安全衛生責任者教育（延岡　25日まで）

25 水

26 木 出前講座・現場見学会（宮崎工業高校） 火薬保安教育講習会（日向）

27 金 建災防全国支部事務局長会議（東京）

28 土

29 日

30 月

31 火 青年部連合会　地元選出国会議員との意見交換会 
九州技士会連合会　第１回事務局長会議
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県協会HP・会員専用サイト
掲載項目案内（前月掲載分）

宮崎県建設業協会員数の推移

会員の異動状況

年 度 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

年度当初 862 899 948 957 946 946 923 902 885 844 816 797 759 610 553 524 509 504 505 493 499 495 487 478 476 472 473 469 474

入 会 数 38 82 20 11 24 8 7 8 9 4 11 8 1 4 3 6 8 13 4 13 8 1 0 4 3 9 3 10 2

退 会 数 1 33 11 22 24 31 28 25 50 32 30 45 150 61 32 21 13 12 16 7 12 9 9 6 7 8 7 5 0

年 度 末 899 948 957 946 946 923 902 885 844 816 797 759 610 553 524 509 504 505 493 499 495 487 478 476 472 473 469 474 476

※H8 支部として建築協会加入、H19 建築協会脱退（68社脱退）、R5は9.25現在
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【ホームページ】
項　　　　　目 所　管 形　式

R5.9.8付　九州地方整備局主催　令和５年度 i-Construction（ICT 施工）技術講習会
の開催案内_宮崎開催10月31日にて（締切10/17）

国 土 交 通 省 
九州地方整備局 HTML

【代表者、組織、所在地等】
地 区 名 会　社　名 変更事項 変　更　前 変　更　後
都 城 令 和 建 設 ㈲ FAX番号 0986-26-7712 0986-26-7724

小 林 ㈱ 児 玉 組 代 表 者 源嶋　政德 山波　文和

延 岡 豊 松 建 設 ㈱ 代 表 者 松下　尊子 松下　寿史
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県協会HP・会員専用サイト
掲載項目案内（前月掲載分）

宮崎県建設業協会員数の推移

会員の異動状況

１．九州地方整備局との意見交換会を開催
　９月13日（水）に宮崎観光ホテル東館２階「日向」にて、九州地方整
備局との意見交換会が開催され、開会では九州地方整備局笠井企画部
長と藤元会長による挨拶が行われた。
　意見交換会では、以下の宮崎県建設業協会、九州地方整備局のテー
マに沿って各種要望等について活発な意見を交換した。
　情報提供では、「令和５年度予算及び令和６年度概算要求」、「国土
強靱化関係」、「建設業における働き方改革」等について説明があった。
　最後に、九州地方整備局徳元建政部長の総括で閉会となった。

笠井部長挨拶

徳元部長総括

藤元会長挨拶

１．宮崎県建設業協会からのテーマ
　①  令和６年度公共事業当初予算の増額確保と国土強靱化５か年加速化対策の着実な

推進並びに令和８年度以降の新たな国土強靱化対策について
　②  高速道路の早期完成並びに暫定２車線区間の４車線化促進、及び、国県道の整備

促進について
　③  働き方改革に向けた諸経費と設計労務単価、低入札価格調査基準の引き上げにつ

いて
　④  発注時期と施工時期の平準化、適正な工期の設定並びに受注機会の確保について
　⑤ 建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）について
　⑥ 資材高騰による適切な設計単価への反映について

２．九州地方整備局からのテーマ
　① 働き方改革・生産性向上に関する取組み
　② 円滑な事業執行（不調・不落対策）に関する取組み
　③ 担い手確保に関する取組み

国土交通省　九州地方整備局
所　属　名 役　職　名 氏　名

企 　 　 画 　 　 部 部 長 笠 井 　 雅 広
〃 技 術 調 整 管 理 官 阿 部 　 成 二
〃 技 術 開 発 調 整 官 小 林 　 秀 典

建 政 部 部 長 徳 元 　 真 一
〃 建 設 産 業 調 整 官 西 　 　 　 渉
〃 建 設 産 業 課 長 井 田 　 悟 志

営 繕 部 部 長 西 尾 　 達 司
〃 技 術・ 評 価 課 長 吉 村 　 和 晃

宮崎河川国道事務所 事 務 所 長 松 村 　 知 樹
延岡河川国道事務所 事 務 所 長 麻 生 　 宏 斉
川 内 川 河 川 事 務 所 事 務 所 長 杉 町 　 英 明
鹿 児 島 営 繕 事 務 所 事 務 所 長 森 下 　 史 仁

国土交通省　九州地方整備局　随行者
所　属　名 役　職　名 氏　名

宮崎河川国道事務所 技 術 副 所 長 安 仲 　 努
〃 技 術 副 所 長 西 野 　 公 雄
〃 技 術 副 所 長 上 野 　 勇 二

延岡河川国道事務所 技 術 副 所 長 下 村 慎 一 郎
鹿 児 島 営 繕 事 務 所 技 術 課 長 的 場 　 喜 朗
企 画 部 技 術 管 理 課 課 長 補 佐 後 田 　 浩 二

〃 工事品質確保係長 金 縄 　 祐 典
〃 工 事 品 質 確 保 係 本 嶋 　 太 博

出 席 者 一 覧
宮崎県

所　属　名 役　職　名 氏　名
県 土 整 備 部 技 術 次 長 桑 畑 　 正 仁
県土整備部 技術企画課 副 主 幹 緒 方 　 　 誠

（一社）宮崎県建設業協会
役　職　名 氏　名 備　考

会 長 藤 元 　 建 二 東諸地区建設業協会長
副 会 長 本 部 　 喜 好 宮崎地区建設業協会長

〃 河 野 　 与 一 小林地区建設業協会長
〃 黒 木 　 繁 人 日向地区建設業協会長

常 務 理 事 河 野 　 直 継 日南地区建設業協会長
〃 有 嶋 由 紀 夫 串間市建設業協会長
〃 池 田 　 　 博 西都地区建設業協会長
〃 木 村 　 尚 人 高鍋地区建設業協会長
〃 木 村 　 健 一 延岡地区建設業協会長
〃 工 藤 　 勝 利 高千穂地区建設業協会長

専 務 理 事 石 井 　 　 剛
常務理事兼事務局長 樫 村 　 晃 弘
土 木 農 林 課 長 早 瀬 　 　 満
総 務 課 長 大 谷 幸 一 郎
業 務 係 長 山 尾 浩 太 郎

宮崎県建設業協会
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２．令和５年度 第５回常務理事会を開催
　令和５年９月13日（水）13時45分、宮崎観光ホテル
２階「大虹」において樫村事務局長が定足数（12／13
名：会成立）の報告をして開会を宣した。
　理事会の冒頭では、農政水産部畜産防疫対策課より、
佐賀県で発生した豚熱の概要説明並びに鳥インフルエ
ンザ・口蹄疫等も踏まえた防疫措置について説明され、
各種感染が発生した際の協力依頼が行われた。
　開会挨拶で藤元会長が「先程、農政水産部から豚熱
について情報提供等があったが、しっかりと各方面で
の打合せを行い、埋却現場にアクセスできないなどの
問題がある場合には、事前に振興局に伝え、情報共有
をお願いしたい。また、併せて他の場所への埋却など、
何らかの対策ができるような体制作りをしていただき
たい。
　本日は、九州地方整備局との意見交換会が本会終了
後に予定されており、笠井企画部長、徳元建政部長、
西尾営繕部長を始め、幹部の方々が出席される予定で
ある。忌憚のない意見交換会になるように、皆さんの
考えも伝えていただきたい。」と述べ、議事に移った。

　議題については次のとおり。

議題１ 九州地方整備局との意見交換会について

　　 　樫村事務局長が資料１に基づき、九州地方整備
局との意見交換会の出席者及び提案議題等につい
て報告し、承認された。

議題２ その他

（１）建設業福祉共済団　建設共済加入促進について
　　�　大谷課長が参考１に基づき、（公財）建設業福

祉共済団の建設共済及びＡＩＧ損害保険㈱の各種
保険への会員企業の加入状況や助成金について説
明を行った。また、併せて未加入企業や青年部連
合会に対して普及促進を目的とした周知や説明会
等のお願いについて依頼をし、承認された。

（２）地元選出国会議員との意見交換会について
　　�　樫村事務局長が参考２に基づき、10月23日（月）

に開催される「地元選出国会議員との意見交換会」
のスケジュールについて報告し、承認された。

（３）建災防全国大会について
　　�　樫村事務局長が参考３に基づき、10月５日（木）

に開催される「建災防全国大会」のスケジュール
について報告し、承認された。

（４）その他
　　・�全国建設業協会が刊行した「全建の改正労働基

準法　Ｑ＆Ａ１００」について周知し、書籍を
配布した。

　　・�「時間外労働の上限規制に関する説明会」につ
いて周知した。

議題３ ９月以降の協会行事等ついて

　　�　樫村事務局長が参考４に基づき、12月末までの
行事について報告し、承認された。

第５回常務理事会

宮建協
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徐行

３．宮崎県産業開発青年隊オープンキャンパスのお知らせ

宮建協
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４．令和５年度 テレビＣＭ放送のご案内
　建設業は、地域インフラの整備、維持管理等を支える「地域の担い手」とともに、災害時には最前線で県民の安
全・安心の確保を担う「地域の守り手」として、今後ともその役割を果たしていかなければなりません。しかしな
がら、他の業界同様、建設産業への若者の入職が進んでいないのが現状であり、次世代の担い手に安心して将来を
託せる魅力ある産業を創っていくためにも人材を確保することが喫緊の課題であります。
　本会においては、学生やその保護者に向けて建設産業の「魅力」を発信し、建設産業の「担い手の確保」「業界
のＰＲ」を図るため、平成27年度からテレビＣＭによるＰＲ広報を行っておりますが、本年度も継続して下記のと
おり放映いたします。

 ◆ＣＭ展開①（ＵＭＫ）　～番組提供枠～ 

１．放送期間 令和５年４月１日（土）から
 令和６年３月30日（土）まで
２．放送形態 ○提供クレジット付き30秒CM、下記番組　毎週１回放送
 ○UMK U-dokiの放送帯 （毎週土曜17：56～19：00）
 　※特番等により、上記放送日・時間に変更が生じる場合あり
３．放送内容 令和３年リニューアル版を順次放送
 ◇リニューアル版「ＩＣＴ」・「青年隊募集」篇

 ◆ＣＭ展開②（ＭＲＴ）　～番組提供枠～ 

１．放送期間　令和５年４月１日（土）から
 令和６年３月30日（土）まで
２．放送形態　○提供クレジット付き30秒CM、下記番組　毎週１回放送
 ○MRT ニュースPlusの放送帯（毎週土曜18：50～19：00）
 　※特番等により、上記放送日・時間に変更が生じる場合あり
３．放送内容　令和３年リニューアル版を順次放送
 ◇リニューアル版「ＩＣＴ」・「青年隊募集」篇

 《リニューアル版撮影協力機関・企業》 

○都城志布志道路　宮崎10号吉尾地区改良工事（ICT施工現場）
　宮崎河川国道事務所
　富岡建設（株）
○宮崎県山之口総合運動公園　造成工事（ICT施工現場）
　宮崎県都城土木事務所
　丸昭建設（株）
　吉原建設（株）
○ICT関係（ICT建機、レーザースキャナーほか）
　（株）藤元建設
　（株）大坪

令和５年度 放映日のご案内

YouTube
チャンネル
あります！

宮建協
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１．公共工事における建退共関係様式等の追加・改訂について
〈建設業退職金共済制度掛金充当実績総括表〉

　厚生労働省及び国土交通省から、各発注機関に対して各種通達が発出されたことに伴い、一部の発注機関におい
て公共工事における建退共の各種様式の変更等が適用されています。
　各種様式については、事業本部のホームページ（https://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/）よりダウンロード
可能ですので、併せてご確認ください。
　なお、公共工事における建退共に関する書類等については、各発注機関によって対応が異なる可能性があります
ので、ご確認ください。

●建設業退職金共済制度掛金充当実績総括表（様式第031号） 
　（ホームページ→各種申請書等→加入・履行証明に関する様式）

　本様式は、元請事業主が作成し、工事完成時に発注機関に提示するものです。
　発注機関では、当該工事における労働者延べ就労日数や従事した事業者・労働者数を確認し、工事契約時の事前
購入分と追加購入（充当）分の合計が適切であるかの確認を行います。
　また、工事において建設キャリアアップシステムを活用している場合、就業履歴蓄積数と対象労働者の比較が行
われ、未活用の場合は、「掛金充当書」や「被共済者就労状況報告書」の提示を求められることがあります。

様式第031号

年 月 日

発注者

殿

受注者

住所

名称

共済契約者番号

建設キャリアアップシステム事業者ID

工事番号および工事名

建設キャリアアップシステム現場ID

工事期間

年 月 日 ～ 年 月 日

上記工事に係る建設業退職金共済制度の掛金充当実績について、以下のとおり報告します。

（１）工事全体

労働者延べ就労日数

本工事に従事した事業者数（元請を含む） 者

本工事に従事した労働者数 人

（２）建退共対象労働者

建退共対象労働者延べ就労日数（掛金充当日数） 人日

採用した方式
電子申請方式 証紙貼付方式

・事業者数（元請を含む） 者

・対象労働者数 人

（参考：工事全体の数を記入すること）

・建設キャリアアップシステムによる就労履歴数 人日

・建設キャリアアップシステムの施工体制を登録した事業者数 者

・建設キャリアアップシステムの作業員登録を行った労働者数 人

建建設設業業退退職職金金共共済済制制度度掛掛金金充充当当実実績績総総括括表表

人日

掛金充当実績総括表

　�

掛金充当書（電子申請方式）

�　

建退共事務受託様式第２号

整理番号

年 月 日

事業所

以下のとおり報告します。

記

期　間 年 月 日 ～ 年 月 日

被共済者数 人 延べ就労日数 日

整理番号

事業所

１日券 枚

１０日券 枚

上記の共済証紙を受領いたしました。
年 月 日

報告事業所

建設キャリアアップシステム

現 場 I D

報 告 事 業 所

住 所 〒

電 話 番 号
共 済 契 約 者

工 事 名

工 事 コ ー ド

番 号
建設キャリアアップシステム

事 業 者 I D
工 事 番 号 お よ び

建退共制度に係る被共済者就労状況報告書
（兼建設業退職金共済証紙交付依頼書）

交付元

現場責任者確認

建 設 業 退 職 金 共 済 証 紙 受 領 書

交付元

受領者確認

被共済者就労状況報告書

２．建退共宮崎県支部取扱状況（７月分）

　　　 共済契約者
（社）

被共済者
（名）

手帳更新
件数（件）

退職金支給状況
掛金収納状況（千円）

件数（件） 金額（円）
６月末計 2,551 29,991

７月分 797 63 61,423,312 前 月 分 80,090
加　　入 2 102
脱　　退 11 75 今 年 度 累 計 3,509 407 385,473,745 当 年 度

累 計 196,871
７月末計 2,542 30,018 （2023年７月） 

建退共
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１．令和５年度「監理技術者講習」についてのお知らせ
　技士会の監理技術者講習は経験豊かな講師による対面式講習会
となっており、最新の情報を提供していただけるなど大変好評を
得ておりますので、他団体で受講されている方で令和５年に講習
を予定されている方は、ぜひ技士会の講習会をお願い致します。
　また、受講の期限が前回受講から５年目の12月末までとなりま
すので、自分の都合の良い日程で受講する事が可能となります。
　なお、令和５年の今後の予定は、右記のとおりです。

　監理技術者とは、

　発注者から直接、工事を請負、そのうち、総額4,500万円以上（令和５年１月１日改正）を下請け契約し
て工事を施工する場合（土木）は、監理技術者を工事現場に置かなければなりません。
　監理技術者は、常に最新の法律制度や技術動向を把握する必要があることから、現行の建設業法では、
監理技術者講習を修了した日の属する年の翌年の１月１日から５年以内に国土交通大臣に登録された監理
技術者講習を受講し、講習修了証を携帯しなければならないことになっております。
　また、講習修了証とは別に監理技術者資格者証の交付を受ける必要があります。資格者証の交付につき
ましては、建設業技術者センターのホームページに案内があります。

２．ドローン安全運航管理者講習の参加者募集について

　宮崎県土木施工管理技士会では、（一社）日本UAS産業振興協議会（JUIDA）の認定を受けている、ドローンア
ビエイション（株式会社ムカサ企画室運営ドローンスクール）と共催して、JUIDA認定のドローンスクールを開
催いたします。
　なお、無人航空機を屋外で飛行させるために必要な「飛行許可・承認手続」を受ける際の、申請書類の一部を省
略できる「無人航空機操縦者技能証明」が取得できます。

講習期間　　４日間　随時受付　　費　用　　会員　230,000円

詳細は、宮崎県土木施工管理技士会へお問い合わせください。

電話　0985-31-4696

日　　　程 場　　　所

令和５年１０月１２日（木） 延岡建設会館

令和５年１１月１５日（水） 宮崎県建設会館

技士会
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３．JCM技術論文・技術報告の募集
　（一社）全国土木施工管理技士会連合会では、第28回土木施工管理技術論文・技術報告を募集しています。この
応募で受理されますと、論文15ユニット、報告10ユニットが付与されます。執筆対象者は、１・２級土木施工管理
技士有資格者で、現場代理人、監理技術者等の役職の限定はありません。
　詳しくは、（一社）全国土木施工管理技士会連合会のホームページをご覧下さい。
　また、応募は、JCMホームページにおいてオンラインからご応募ください。
　期限は令和５年11月30日（水） までとなっております。
　優秀な技術論文・技術報告は表彰されます。最近の表彰履歴は下記のとおりです。
　なお、敬称は略させていただきました。

第25回
第26回
第27回

〃

技術報告特別賞
技術論文 i - Construction賞
技術論文優秀賞
技術報告優秀賞

佐藤　豊明
木下　哲治
河野　義博
木下　哲治

日新興業（株）
旭建設（株）
旭建設（株）
旭建設（株）

４．第11回 土木工事写真コンテストの募集について
　（一社）全国土木施工管理技士会では、土木工事に関する写真を募集しています。写真の著作権を持つ方ならど
なたでも応募できますので、あなたも担当した工事現場の写真を応募してみませんか。詳しくは、全国土木施工管
理技士会連合会のホームページをご覧ください。

　１　テーマ：土木工事に関する令和５年に撮影した写真。
　２　応募締切：令和５年12月31日
　３　応募方法：http://www.ejcm.or.jp/photo/よりご応募ください。

第11回募集要項
＊どなたでも応募できますが、写真の著作権を持つ方に限ります。
＊土木工事に関する写真で、令和５年１月～12月に撮影したもの。
＊躍動感のある「現場の様子」や「働く人達」の様子
＊ 合成・加工写真は不可、但し、デジタル写真作品のトリミング、自然な濃度や色味の調整

などはこれに該当しません。
㊟  安全チェックがあります。安衛法に触れるような危険な位置からの撮影や現場風景は対

象外となりますのでご注意ください。
＊優秀作品には以下の賞が授与されます。
　・最優秀賞（１点）…賞金５万円、　　・優秀賞（数点）…賞金１万円、
　・入選（数点）…プリペイドカード５千円分

技士会



10 宮崎県建設業協会機関誌会報 2023. 10

Monthly Association Construction Industry NEWS Monthly Association Construction Industry NEWS

１．下請セーフティネット債務保証制度について

宮宮崎崎県県建建設設事事業業協協同同組組合合

債債権権譲譲渡渡はは２２種種類類！！

　県・宮崎市・延岡市・串間市発注工事は、新債権譲渡承諾依頼書及び契約証書で契約

上記以外の発注工事は、従来請負工事代金債権譲渡契約書で契約

制制度度のの概概要要・・メメリリッットト
　公共工事を受注・施工中（完成を含む）の組合員等が、発注者から将来受け取る

工事請負代金債権を当協同組合に譲渡することにより、工事出来高の範囲内で貸付

けを受けられる公的制度です。

便便　　利利！！
  債権譲渡することにより、必要な時に貸付を受けられるので、大変便利です。

　特に県、宮崎市、小林市、えびの市、串間市発注工事は保証人は必要ありません。

　工事出来高の範囲内であれば、必要な額を何度でも借入できます。

経経審審のの評評点点アアッッププ！！
　本制度を利用した工事金は、経営事項審査の経営状況分析における負債合計額から控除できるので、

経営事項審査の評点アップにつながります。

共共同同購購買買事事業業にによよりり資資材材調調達達ががででききまますす！！ 《《県県、、宮宮崎崎市市、、串串間間市市発発注注工工事事限限定定》》

　新債権譲渡契約書では、組合から資材の供給が受けられます。《組合共同購買事業を利用》

資材は、当該工事の出来高率により供給を受け、代金の支払いは、工事完成金で相殺できます。

《上記以外の発注工事では、共同購買事業はご利用できません。》

○

○

○

１.債権譲渡承諾依頼書及び契約証書 ○

○

２.請負工事代金債権譲渡契約書 ○

○ ○

○

○

○

○

ⅣⅣ　　下下請請セセーーフフテティィネネッットト債債務務保保証証制制度度ににつついいてて

必要書類

書　類　名 県・宮崎市・串間市 左記以外の国・市町村工事小林市・えびの市 延岡市

７.請負工事出来高証明書 ○

８.支払状況・支払計画書

○ ○

９.約束手形 ○ ○

10.金銭消費貸借契約書 ○

５.誓約書 ○

６.連帯保証書 ○

○

○

３.借入申込書 ○ ○

４.工事履行報告書及び出来高確認書 ○

○

○

○

11.請求書 ○ ○

事業協同組合
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制制度度のの基基本本的的なな仕仕組組みみ！！

○金利及び事務手数料

※　事務手数料、０．２％が加算されます。

※　金利は、金融情勢により変動します。

新新貸貸付付金金額額！！ 　　《《県県・・宮宮崎崎市市・・延延岡岡市市・・串串間間市市ででのの発発注注工工事事》》新新債債権権譲譲渡渡契契約約書書ででのの契契約約時時

　請負額の９０％以内で、且つ出来高の範囲内で資金の貸付けをします。また、発注者より前払金を受け

　取った場合は、出来高金額より前払金、違約金等を控除した残額の範囲内です。（部分払金も含みます）

計計    算算    式式　　　貸付金額は、下表の算式の範囲内となります。

　（例）請負金額１，１００万円、前払金４４０万円、出来高率８０％で借入の場合

　　○債権譲渡額＝６６０万円　（１,１００万円－４４０万円）

　　○貸付金額＝２９７万円　（１,１００万円×８０％－４４０万円－１１０万円）×９０％

　　○当該工事が完成した場合

　　　（１）発注者から協同組合へ工事代金６６０万円が支払われます。

　　　　　（１，１００万円《請負金額》－４４０万円《前払金》）

　　　（２）協同組合は貸付金２９７万円を清算し、手数料等を差し引いた残金を元請業者に返還します。

貸貸付付金金額額！！ 　　《《県県・・宮宮崎崎市市・・延延岡岡市市・・串串間間市市以以外外ででのの発発注注工工事事》》従従来来債債権権譲譲渡渡契契約約書書ででのの契契約約時時

　請負額の９０％以内で、且つ出来高の範囲内で資金の貸付けをします。また、発注者より前払金を

　受け取った場合は、出来高金額より前払金等を控除した残額の範囲内です。（部分払金も含みます）

計計    算算    式式　　　貸付金額は、下表の算式の範囲内となります。

　（例）請負金額１，１００万円、前払金４４０万円、出来高率８０％で借入の場合

　　○債権譲渡額＝６６０万円　（１,１００万円－４４０万円）

　　○貸付金額＝３５２万円　（１,１００万円×８０％×９０％）－４４０万円

　　○当該工事が完成した場合

　　　（１）発注者から協同組合へ工事代金６６０万円が支払われます。

　　　　　（１，１００万円《請負金額》－４４０万円《前払金》）

　　　（２）協同組合は貸付金３５２万円を清算し、手数料等を差し引いた残金を元請業者に返還します。

〒880-0805　宮崎県宮崎市橘通東２丁目９－１９　宮崎県建設会館２階
0985－23－3691 0985－23－3599

http://mkkumiai.main.jp   E-mail　mk-info@mkkumiai.main.jp

９９％以下 （ 請負額×出来高率－受領済額－違約金 ）×９０％《担保掛目》
出来高率 算　式

100%(完成) 請負額　×　出来高率　×　90％《担保掛目》　－　受領済額

TEL FAX

URL

算　式 請負額　×　出来高率　×　90％《担保掛目》　－　受領済額

宮宮 崎崎 県県 建建 設設 事事 業業 協協 同同 組組 合合

組　合
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１．第60回 全国建設業労働災害防止大会 in 広島について
　建設産業の安全衛生管理水準の向上と労
働災害の根絶を目指して、令和５年10月５・
６日の２日間、広島市において、第60回全国
建設業労働災害防止大会が開催されます。同
大会では安全衛生管理に係る優良事業場等
の表彰が行われ、本県からは次の事業場と個
人が表彰されます。

　優良賞（会社）
　　南星建設 株式会社（都城分会）
　　株式会社 小倉組　（東諸分会）

　功績賞（職長）
　　戸髙　照行 氏（野田建設㈱ 建築分会）
　　木下　　隆 氏（㈱旭道路 日向分会）

２．宮崎県最低賃金の改定について（宮崎労働局よりお知らせ）

宮崎県最低賃金が時間額８９７円に改定
　宮崎県最低賃金は、本年10月６日から「時間額８９７円」に改定されることになりました。最低賃金は、
臨時、パ－ト、アルバイトを含む宮崎県内で働くすべての労働者に適用されます。
※最低賃金の算定に当たって、次の賃金は算入しません。
　①臨時に支払われる賃金　　②１か月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）
　③時間外割増賃金、休日割増賃金、深夜割増賃金　④精皆勤手当　⑤通勤手当　⑥家族手当

【問合せ先】宮崎労働局労働基準部　賃金室
電話 0985-38-8836

建災防
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１　令和５年中の火薬類関係事故について
　令和５年７月31日までに報告のあった全国の火薬類事故の発生状
況です。引き続き基本を遵守して火薬類の事故防止に努めて下さい。

［Ⅰ］総括表（取扱・種類別一覧表）

項　　 　　　目 事故件数 死亡者数 負傷者数
取　　　扱 種類別 件数 計 人数 計 人数（重－軽） 計

製造中
産 業 火 薬
煙 　 　 火
が ん 具 煙 火

１
０
１

２
０
０
０

０
０－０
０－０
０－１

０－１

消費中
産 業 火 薬
煙 　 　 火
が ん 具 煙 火

２
15
４

21
０
０
０

０
０－０
４－３
０－０

４－３

その他事故
産 業 火 薬
煙 　 　 火
が ん 具 煙 火

０
２
０

２
０
０
０

０
０－０
０－０
０－０

０－０

合　　　計
産 業 火 薬
煙 　 　 火
が ん 具 煙 火

３
17
５

25
０
０
０

０
０－０
４－３
０－１

４－４

［Ⅱ］事故一覧（７月中に発生した事故のみを記載しています。）
（産業火薬）
１．製造中
番号 発生日時 発生場所 死 傷 級 事　　　　故　　　　概　　　　要

１ ７月13日
15：30頃

福島県
西郷村 ０ ０－０ Ｃ２

【廃棄中】長期保管していた信管を分解処理しようとして、
水中に浸漬した状態で竹串で火薬部分に力を加えたところ
爆発し、飛散した金属破片で作業者が軽い怪我を負った。
火薬はトリシネート系爆粉であった。

２．消費中
番号 発生日時 発生場所 死 傷 級 事　　　　故　　　　概　　　　要

１ ７月14日
09：00頃

秋田県
能代市 ０ ０－０ Ｃ１

【試験中】固体ロケットモータの燃焼試験中に爆発が発生し、
当該試験棟が全壊、周囲の６棟の建屋の窓、壁、扉等を破
損した。

※ 発破作業、あせらずあわてず確実に！
※ 気を抜くな　扱う相手は　火薬類！

火薬協会
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（煙火）
１．消費中
番号 発生日時 発生場所 死 傷 級 事　　　　故　　　　概　　　　要

１ ７月17日
17：17頃

大阪府
大阪市 ０ ３－０ Ｂ１

【その他】コンサート会場において演出効果用煙火（音効果、
米国製）を消費したところ、発音薬５ｇが入った鉄管が破
裂して飛散し、観客３名に破片が当たって頭蓋骨骨折等の
重傷を負った。

２ ７月19日
20：00頃

新潟県
南魚沼市 ０ ０－０ Ｃ２

【低空開発】【黒玉】花火大会（10号玉まで）において、７
号玉の打ち揚げの際にFRP製打揚筒が破損して低空開発と
なり、周囲の打揚げ前の６個の煙火に着火して打ち揚がり、
そのうち２個の10号玉が低空開発した。また、花火大会の
４日後、消費場所付近の公園内で黒玉（３号玉）が発見さ
れた。

３ ７月22日
19：57

群馬県
前橋市 ０ ０－０ Ｃ２

【部品落下】【異常飛翔】花火大会（４号玉まで）で小型煙
火を消費中、打ち揚げられた内筒の１発が風に煽られて安
全距離を超え、消費場所から75ｍ、観客の前方７ｍの位置
に落下して開発した。

４ ７月22日
20：17頃

北海道
中富良野町 ０ ０－２ Ｃ１

【部品落下】花火大会において、２号～４号玉及び小型煙火
を消費中、玉皮や内筒等の煙火の何らかの部品が観客席に
落ち、観客２名が頭部裂傷等の軽傷を負った。

５ ７月22日
20：30頃

北海道
千歳市 ０ ０－１ Ｃ１

【部品落下】花火大会（2.5号玉まで）において、玉皮か小型
煙火の軽石と思われる煙火の部品が観客席に落ち、観客１
名が額に切り傷を負った。

６ ７月22日
20：40頃

静岡県
浜松市 ０ １－０ Ｃ１ 【その他】花火大会（３号玉まで）において手筒煙火を消費中、

１名が右腕にⅡ度の火傷を負った。

７ ７月23日
20：30頃

沖縄県
宮古島市 ０ ０－０ Ｃ１ 【火災】夏祭りで打ち揚げた煙火の火の粉が消えずに公園の

緑地に落下し、緑地200㎡を焼損した。

８ ７月30日
20：00頃

千葉県
佐倉市 ０ ０－０ Ｃ１

【火災】【部品落下】花火大会において、スターマインに使
用した煙火の部品の落下によると思われる火災が安全距離
内で発生し、山林200㎡を焼損した。

９ ７月30日
20：01

群馬県
桐生市 ０ ０－０ Ｃ１

【火災】祭り会場にてナイアガラ仕掛け花火を実施したとこ
ろ、櫓の紅白垂れ幕が花火の火の粉により着火し、一部を
焼損した。

10 ７月31日
19：35頃

神奈川県
横浜市 ０ ０－０ Ｃ２ 【過早発】花火大会（３号玉まで）において、台船上から打

ち揚げた煙火玉１発が過早発となった。

２．その他
番号 発生日時 発生場所 死 傷 級 事　　　　故　　　　概　　　　要

１ ７月22日
午後

兵庫県
川西市 ０ ０－０ Ｃ２

【発火】高校のオープンスクールにおける理科実験で、塩素
酸カリウム、硫黄、活性炭、炎色用金属塩を混合した紐状
の花火を作成し、燃焼実験を行った。参加した中学生のう
ち１人が余った花火をビニール袋に入れて持ち帰ろうとし
たところ、約15分後に鞄の中の花火が発火した。

（がん具煙火）
１．消費中
番号 発生日時 発生場所 死 傷 級 事　　　　故　　　　概　　　　要

１ ７月28日
08：35頃

神奈川県
横浜市 ０ ０－０ Ｃ１

【火災】交通規制のために使用した緊急保安炎筒が何らかの
原因により転がり、路肩のセーフティガイドブロックに着火
し、一部焼損した。

火薬協会
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Ⅰ　全　般 （単位：件、百万円、％）

件数 増減率 請負金額 増減率 件数 増減率 請負金額 増減率

令和５年度 386 ▲ 2.8 16,318 7.5 1,649 10.9 73,760 4.5

令和４年度 397 ▲ 5.5 15,181 ▲ 20.8 1,487 ▲ 9.6 70,576 ▲ 11.2

令和３年度 420 17.0 19,174 34.1 1,645 0.6 79,455 ▲ 4.1

令和２年度 359 9.8 14,297 10.0 1,636 ▲ 2.0 82,818 43.0
※増減率 ： 当月は前年同月比、累計は前年同期比 （以下同じ）

Ⅱ　発　注　者　別 （単位：件、百万円、％）

件数 増減率 請負金額 増減率 件数 増減率 請負金額 増減率

国 31 ▲ 44.6 2,751 ▲ 31.4 136 ▲ 10.5 13,711 ▲ 13.5

独立行政法人等 5 ▲ 37.5 397 ▲ 67.0 16 ▲ 11.1 1,992 ▲ 47.5

県 127 ▲ 20.6 5,994 ▲ 2.7 475 ▲ 6.1 28,022 3.1

市町村 216 25.6 5,933 64.9 1,006 24.8 28,046 22.7

その他 7 600.0 1,242 494.2 16 220.0 1,986 125.3

計 386 ▲ 2.8 16,318 7.5 1,649 10.9 73,760 4.5

Ⅲ　地　区　別 （単位：件、百万円、％）

件数 増減率 請負金額 増減率 件数 増減率 請負金額 増減率

宮　 崎 66 ▲ 26.7 4,009 ▲ 19.2 266 ▲ 11.9 17,012 ▲ 8.7

日　 南 23 ▲ 36.1 1,171 ▲ 10.6 97 ▲ 4.9 4,421 ▲ 21.0

串　 間 14 ▲ 17.6 335 ▲ 36.2 46 ▲ 14.8 3,177 156.6

都　 城 45 ▲32.8 2,662 ▲4.5 195 0.5 15,611 37.7

小　 林 48 6.7 1,336 ▲ 7.6 156 ▲ 1.3 3,849 ▲ 53.6

高　 岡 13 0.0 400 56.7 48 ▲ 12.7 1,293 36.0

西　 都 22 15.8 1,188 146.9 98 10.1 2,895 52.7

高　 鍋 14 ▲ 22.2 607 49.5 73 0.0 3,119 ▲ 47.6

日　 向 69 86.5 1,995 121.3 273 36.5 10,523 132.2

延　 岡 34 9.7 1,952 24.0 139 0.0 8,157 ▲12.1

　西臼杵　 38 58.3 658 24.2 258 113.2 3,697 28.4

計 386 ▲ 2.8 16,318 7.5 1,649 10.9 73,760 4.5

＜　月別請負金額　＞

発  注  者
当　　　月 累　　　計

地  区
当　　　月 累　　　計

宮宮  崎崎  県県  内内  のの  公公  共共  工工  事事  動動  向向
令令和和５５年年８８月月

年  度
当　　　月 累　　　計

0

50

100

150

200

250

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１．宮崎県内の公共工事動向（前払保証分）（８月分）
西日本建設業保証㈱　宮　崎　支　店

Ⅰ．全般の状況 （単位：件、百万円、％）

年　　度 当　月 累　計
件　数 増減率 請負金額 増減率 件　数 増減率 請負金額 増減率

令和５年度 386 ▲ 2.8 16,318 7.5 1,649 10.9 73,760 4.5
令和４年度 397 ▲ 5.5 15,181 ▲ 20.8 1,487 ▲ 9.6 70,576 ▲ 11.2
令和３年度 420 17.0 19,174 34.1 1,645 0.6 79,455 ▲ 4.1
令和２年度 359 9.8 14,297 10.0 1,636 ▲ 2.0 82,818 43.0

　※増減率 ： 当月は前年同月比、累計は前年同期比 （以下同じ）

Ⅱ．発注者別の状況� （単位：件、百万円、％）

発 注 者 当　月 累　計
件　数 増減率 請負金額 増減率 件　数 増減率 請負金額 増減率

国 31 ▲ 44.6 2,751 ▲ 31.4 136 ▲ 10.5 13,711 ▲ 13.5
独立行政法人等 5 ▲ 37.5 397 ▲ 67.0 16 ▲ 11.1 1,992 ▲ 47.5

県 127 ▲ 20.6 5,994 ▲ 2.7 475 ▲ 6.1 28,022 3.1
市町村 216 25.6 5,933 64.9 1,006 24.8 28,046 22.7
その他 7 600.0 1,242 494.2 16 220.0 1,986 125.3

計 386 ▲ 2.8 16,318 7.5 1,649 10.9 73,760 4.5

Ⅲ．地区別の状況� （単位：件、百万円、％）

地　　区 当　月 累　計
件　数 増減率 請負金額 増減率 件　数 増減率 請負金額 増減率

宮　 崎 66 ▲ 26.7 4,009 ▲ 19.2 266 ▲ 11.9 17,012 ▲ 8.7
日　 南 23 ▲ 36.1 1,171 ▲ 10.6 97 ▲ 4.9 4,421 ▲ 21.0
串　 間 14 ▲ 17.6 335 ▲ 36.2 46 ▲ 14.8 3,177 156.6
都　 城 45 ▲32.8 2,662 ▲4.5 195 0.5 15,611 37.7
小　 林 48 6.7 1,336 ▲ 7.6 156 ▲ 1.3 3,849 ▲ 53.6
高　 岡 13 0.0 400 56.7 48 ▲ 12.7 1,293 36.0
西　 都 22 15.8 1,188 146.9 98 10.1 2,895 52.7
高　 鍋 14 ▲ 22.2 607 49.5 73 0.0 3,119 ▲ 47.6
日　 向 69 86.5 1,995 121.3 273 36.5 10,523 132.2
延　 岡 34 9.7 1,952 24.0 139 0.0 8,157 ▲12.1

　 西 臼 杵 　 38 58.3 658 24.2 258 113.2 3,697 28.4
計 386 ▲ 2.8 16,318 7.5 1,649 10.9 73,760 4.5

保証会社
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２．中間前払金制度のご案内

保証会社
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３．電子保証のご案内

電子保証のご案内

令和5年4月1日より 宮崎県 で運用開始

「前払金保証」と「契約保証」の保証証書は、電子証書でのご提供が可能となりました。

電子保証とは 書面の「保証証書」に代わり「電子証書」（保証証書に記載する内容が記録されたデータ）
を受発注者がインターネットを通じて確認することができる仕組みです。

ご利用の要件 お客様が「ｅ-Ｎｅｔ保証」を利用し保証申込いただくこと

対象案件 令和5年4月１日以降に宮崎県と契約する
工事および建設コンサルタント業務

対象の保証証書 前払金保証、中間前払金保証、契約保証

西日本建設業保証株式会社

電子メール

保証会社
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１．工事総合補償プランのご案内

工事総合補償プラン
～（一社）宮崎県建設業協会会員の皆様へ～

損害

建設中の建物・資材

者
三
第

・

イ
バ
ル
ア

ト・

業
従

員
・

業
作
請
下

員
・員

備
警
場
現

従業員のケガや病気のリスク
事業賠償・費用
総合保険

第三者への損害賠償責任リスク

工事総合補償プランは2種類の保険から構成されています。

2種類の保険に
共通する特長

日本国内どこの工事現場
でも対象になります。

（注1）、（注2）

1

12

3

つけ忘れなし
2種類の保険が、
リスクを包括的に

補償します。

2 安 心
保険料の払込みは

口座振替が可能です。

3 便 利

建設業向け

・保険料は全額損金処理が可能
　※法人税基本通達9-3-5、9-3-6の2を準用
　　（2023年3月現在）
・従業員の病気による入院を補償
　※補償対象者は、社員、事業主、常勤の役員
　　およびパート・アルバイトのみです。
・業務中の地震によるケガも補償

・事業遂行にかかる賠償リスクを
　幅広く補償
・各種費用の補償により、
　賠償事故の解決までをサポート
・貴社のニーズに合わせたご契約
　プランの選択が可能

業務災害
総合保険

（D-006429）

●この広告は保険商品の概要をご説明したものです。（2023年2月現在の内容です。）
　詳細につきましては、パンフレットをご参照いただき、取扱代理店・扱者または弊社にお問い合わせください。また、ご契約に際しては、保険商品に
　ついての重要な情報を記載した重要事項説明書（「契約概要「」注意喚起情報」等）を、事前に必ずご覧ください。

●事故の際、弊社は直接被害者との示談交渉は行いません。

（注１）事業賠償・費用総合保険の「工事用物損害補償特約」では、土木工事等、工事の種類によっては対象とならない工事もございます。
（注２）業務災害総合保険では、工事の種類によっては対象とならない工事もございます。

●弊社の損害保険募集人は、保険契約締結の代理権を有しています。

事業賠償・費用総合保険
「工事用物損害補償特約」

工事対象物のリスク

〒105-8602 東京都港区虎ノ門4-3-20　

03-6848-8500
午前9時～午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）

https://www.aig.co.jp/sonpo

お問い合わせ・お申し込みは

TEL.0985-22-7171
一般社団法人 宮崎県建設業協会

〒880-0806 宮崎県宮崎市広島1-18-7 7F
TEL.0985-24-3411

宮崎支店（担当：藤川・飯倉）

AIG損保
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建設業福祉共済団




